









The Study on the Possibilities of Town Management 
by the Method of Creating Historical Landscape 
on the Basis of Regional Design Code Guidelines 
(Old Histrical Town Creation though New Construction Method):  






























































件あたり）コストは 2000 万、行政の補助は直接補助は少なく（融資）、集客は 400 万人であ
る。２）伊勢「おかげ横丁」（Ｂ）では、コストは 140 億、行政の補助はほぼ０、集客は 400
万人である。３）彦根「夢京橋キャッスルロード」（Ｃ）では、（１件あたり）コストは 4200
万、行政の移転補償＋修景補助 300 万でほぼまかなえる、集客は 40 万人である。４）豊後高
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地域性・風土・建築様式の伝統の継承 ○ ○ ×










































































































































































2957 人（2011 年 内宮参拝者数）。居住者は、261 世帯、1050 名（2012/7/31 現在 伊勢市人口統計より）であ







年遷宮後）そこで地域の有志 30～40 代の約 20 人が立ち上がり、「次の御遷宮までに“なんとかせないかん”」































52 番地にある。面積は、8925.6 ㎡（2700 坪）である。1993 年 7 月 16 日にオープンした。事業主体は、株式
会社赤福、運営主体は、有限会社 伊勢福（1992 年 9 月 28 日設立）である。店舗数は 53 店舗。施設構成 28
棟（飲食 10 店舗、物販 31 店舗、美術館・資料館系 4 館）（2009 年 7 月 11 日現在）。 
（２）まちづくりの経緯：「おかげ横丁」は、伊勢神宮の内宮門前町「おはらい町」の中程に立地している。
自動車での参拝客が増加し、宇治橋直下の駐車場から参拝を済ませて鳥羽や志摩方面へ車で移動してしまう
傾向が強くなり、1975 年の内宮門前町への入込み数が 20 万人に落ち込んでいた。そのような状況に危機感
を持った地元老舗菓子店「赤福」の社長であった濱田益嗣（はまだ まさたね）氏が 1980 年前後からさびれ
ていく「おはらい町」再生のアイデアを練り、「伊勢らしい伝統的な町並みを取り戻したい、お客さんをもて























なみを創ろうと地元本町の住民に提案されたのがスタートだった。1986 年 1 月 30 日、彦根市は第 1 回目の
都市計画道路本町線事業実施に伴う地元説明会を開催した。４）住民主体の全員参加、全員役員の「本町地


















を「本町地区まちなみづくり相談室」として８年間無償で借りた。毎晩 40 人程が夜 12 時頃まで話し合い、















































































（２）伊勢「おはらい町」（事例Ａ）の契機： 1973 年遷宮後、地域の再生のため、地域の有志 30～40 代の




























































































































































































































































イドライン例）壁面は道路から 1ｍ下がる。2 階建の場合の高さは 10ｍ以内にする。3 階建の場合は 12ｍ以









































































ｍ（面積約 5 万 3000 ㎡、対象戸数 約 56 軒 約 140 棟）。２）貸付内容：貸付額 １００万円～３０００万











で、内宮の 1 日当たりの参拝者１万 5360 人が約２時間滞在するとして、12 人で人口 1 人と換算すると、1 日
















自家用車での来訪者が 65％に上る調査結果（2009 年 11 月）がある。町全体の構成は、地元住民の店舗が 5
割弱、店舗ではない一般住宅も 2 割あり、伊勢市内の出店者が約 3 割、その他市外が約 0.1 割程度である。





集客は 400 万人である。 
 
３．伊勢「おかげ横丁」（Ｂ）の投資と経済効果 
（１）コスト：総事業費は１４０億円。入場料 無料（おかげ座のみ 大人 300円、子供 100円）。 
（２）集客数：「おかげ横丁」開設前、1992 年の「おはらい町」の往来客数は３５万人だったが、「おかげ横
丁」の開設に伴い、初年度の半年間で約６４万人の入込客数を数え、翌年の「おかげ年」1994 年には２０１
万人に増加し、2002 年には年間３００万人を突破した。「おかげ横丁」の経営は軌道に乗り、開業から 10 年
で借入金の返済が完了した。10 年後の 2003 年には３２１万人となり、「おはらい町」にも賑わいが戻り、「お
はらい町」の活性化にも「おかげ横丁」の存在は大きい。良い相乗効果を生んでいる。2008 年には４００万
人を突破し、2010 年には４４１万人に達している。2011 年は 3 月 11 日の東日本大震災の発生により４２４
万人と少し減少したが、その影響は軽微に止まった。 
（３）伊勢「おかげ横丁」の考察 































クルは、ゴールデンウィークの連休が一番多く、次に春の桜のシーズン、その次は 11 月 3 日のお城祭に多い。
最近は、３年前から始まったひこにゃんのイベントが 10 月最終の土･日 2 日間（雨天決行）で行なわれ、「ひ
こにゃん」効果で１日約４万人、２日で約８万人の人が訪れる。２）観光客の回遊状況 













修景補助金として 300 万円が加わり合計 4500 万円の資金調達ができている。拡幅後残った土地は 94 坪、そ




































年２万５７１２人、2002 年８万５２８人である。駄菓子屋の夢博物館完成した 2003 年には２０万人の大台
にのせ、２０万２３３４人となり、2004 年に２４万９３９２人となった。昭和の絵本美術館完成した 2005
年に２５万９６４７人、旬彩南蔵完成した 2006 年に２７万５２６０人、昭和の町三丁目館完成した 2007 年





























合は、商店主が 3 分の 1、県が 3 分の 1、市が 3 分の 1 の負担となるが、県からの補助が受けられない場合で
も市が 3 分の 2 を負担し、商店主は絶えず 3 分の 1 の負担とした。したがって「昭和の町」としての修景を
する場合は、自己負担が 3 分の 1 は必要となる。全てを補助に頼ってしまうと、まちづくりに対する取組み




































































































勢市）。事例 5「夢京橋キャッスルロード」（滋賀県彦根市）。事例 92（滋賀県彦根市）。10 彦根（滋賀県彦根市）。国土技
術制作総合研究所 歴史を活用したまちづくりについて。住宅みちしるべ 屋根の種類と比較。住まいづくり研究室 私
が薦める住宅建材。地域ブランドの検証「日経地域情報」（030203 号）の修正加筆 伊勢おはらい町。彦根市ホームペー
ジ。情報システム用語辞典のパタンランゲージの項。豊後高田市（大分県）商業と観光の一体化による中心市街地の再生
―「昭和の町」。豊後高田「昭和の町」建物、お宝、一品、商人が揃った昭和の町づくり（2）。 
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